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神
戸
の
玄
関 

あ
ら
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
ス
が 

集
ま
る
ま
ち
：
三
宮 

生
田
神
社
参
拝
と 

神
戸
ム
ス
リ
ム
モ
ス
ク
見
学 

１
月
に
入
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
が
爆
発
的
拡
大
し
、

１９
日
に
は
、
大
阪
府
下
で

６
千
人
を
超
え
る
感
染
者
が

出
ま
し
た
。
緊
急
に
17
日
役

員
達
で
協
議
し
１
月
「
わ
が

ま
ち
紹
介
」
活
動
は
、
各
人

自
由
参
加
方
式
と
し
、
三
宮

駅
で
合
流
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

１
月
20
日
は
、
青
空
の

寒
い
日
で
し
た
が
多
く
の
方

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

参
加
者
に
は
、
三
宮
駅
で
「
イ

ス
ラ
ム
を
知
ろ
う
！！
」
の
資

料
を
渡
し
説
明
を
し
ま
し
た
。 

阪
急
神
戸
三
宮
駅
西
口
よ

り
西
門
筋
を
北
に
進
む
と
生

田
神
社
の
赤
い
鳥
居
が
す
ぐ

に
見
え
ま
し
た
。 

神
戸
三
宮 

神
戸
の
玄
関
、
あ
ら
ゆ
る

エ
ッ
セ
ン
ス
が
集
ま
っ
て
い

る
ま
ち
で
す
。 

そ
の
歴
史
は
、1

8
5
8

年
の

日
米
修
好
通
商
条
約
に
よ
り

開
港
が
決
ま
り
、
外
国
の
文

化
が
一
気
に
こ
の
街
に
あ
ふ

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

当
時
、
ま
だ
田
畑
ば
か
り
だ

っ
た
三
宮
周
辺
に
、
西
欧
で

行
わ
れ
て
い
た
都
市
計
画
の

技
術
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
、

外
国
人
居
留
地
に
は
、
整
然

と
し
た
敷
地
割
り
に
、
格
子

状
街
路
・
遊
歩
道
・
公
園
・
下

水
道
・
街
灯
な
ど
が
整
備
さ

れ
、
多
く
の
西
洋
建
築
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。 

生
田
神
社 

生
田
神
社
は

1
8
0
0

年
以

上
の
歴
史
を
有
す
る
古
社
で

す
。
生
田
の
神
を
守
る
家
、
神

戸(

か
ん
べ)

が
由
来
と
な
っ

て
神
戸
と
い
う
地
名
が
生
ま

れ
ま
し
た
。 

        

生
田
は
元
々
は
活
田
で
あ

り
、
活
き
活
き
と
し
た
生
命

力
溢
れ
る
場
所
と
い
う
意
味

で
す
。
近
年
は
ア
ス
リ
ー
ト

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
参
拝
も

多
く
、
神
戸
中
心
市
街
地
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
訪
れ
る

参
拝
客
も
多
い
で
す
。 

参
拝
後
、
境
内
の
「
生
田
森
」

を
北
に
進
み
西
北
門
を
出
て

西
門
筋
を
北
へ
緩
や
か
な
坂

を
登
っ
て
、
約
100
ｍ
程
度
進

み
パ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
を
西

に
行
く
と
神
戸
モ
ス
ク
に
着

き
ま
す
。 

神
戸
ム
ス
リ
ム
モ
ス
ク 

パ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ

る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
寺
院
は
、 

1
9
3
5

年
神
戸
在
住
の
ト
ル

コ
人
、
タ
タ
ー
ル
人
、
イ
ン
ド

人
貿
易
商
ら
の
寄
付
・
出
資

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
、
日
本

で
最
初
の
回
教
（
ム
ス
レ
ム
）

の
礼
拝
堂
（
モ
ス
ク
）
で
す
。 

       

神
戸
ム
ス
レ
ム
モ
ス
ク
で

は
、
玄
関
に
ム
ハ
マ
ド 

ジ
ャ

フ
ァ
ル
先
生
（
ウ
ラ
マ
ー
）
が

迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

神
戸
モ
ス
ク
は
、
男
女
は

入
口
で
分
か
れ
、
男
性
は
１

階
の
礼
拝
堂
、
女
性
は
２
階

の
礼
拝
堂
で
礼
拝
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
全
女
性
の
参
加
者

は
外
で
頭
に
ス
カ
ー
フ
（
ヒ

ジ
ャ
プ
）
を
着
用
し
て
入
館

し
ま
し
た
。 

私
達
は
、
ム
ハ
マ
ド
さ
ん

の
案
内
で
、
歴
史
あ
る
モ
ス

レ
ム
の
広
い
１
階
礼
拝
堂

（
厚
い
絨
毯
が
一
面
に
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
た
）
に
全
員

案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

          

そ
こ
に
座
っ
て
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
足
腰
が
悪
く
座

れ
な
い
方
に
は
椅
子
を
出
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

ム
ハ
マ
ド
さ
ん
は
、
礼
拝

堂
は
広
い
空
間
で
メ
ッ
カ
の

方
向
キ
ブ
ラ
（
神
戸
モ
ス
ク

で
は
西
側
）
に
小
さ
な
空
洞

の
部
屋
（
ミ
フ
ラ
ー
ブ
）
が
あ

り
、
そ
の
前
に
ム
ス
レ
ム
の

先
生
（
ウ
マ
ラ
）
の
座
席
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
横
に
階
段
状

に
な
っ
た
高
台
が
あ
り
、
そ

こ
で
先
生
が
説
教
や
お
話
さ

れ
る
座
「
ミ
ン
バ
ル
」
な
ど
礼

拝
堂
の
中
の
説
明
か
ら
、
回

教
徒
の
考
え
方
、
ム
ス
レ
ム

の
基
本
的
な
話
、
聖
典
（
コ
ー

ラ
ン
）
な
ど
を
実
技
や
会
話

方
式
を
取
り
入
れ
約
１
時
間

半
わ
か
り
易
く
お
話
を
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。 

神
戸
モ
ス
ク
は
、
戦
時
中

1
9
4
3

年
に
日
本
海
軍
に
接

収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。  

モ
ス
ク
は
頑
強
な
地
下
室
と

建
築
構
造
を
持
っ
て
お
り
、

1
9
4
5

年
の
神
戸
大
空
襲
で

も
焼
失
を
免
れ
、
避
難
の
場

所
と
な
り
ま
し
た
。19

9
5

年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も

倒
壊
せ
ず
避
難
民
を
多
く
収

容
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
震
災

の
時
で
も
ミ
ン
バ
ル
の
手
摺

の
ひ
び
と
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス

１
枚
破
損
し
た
だ
け
と
の
事

で
す
。 

女
性
の
方
々
は
、
２
階
も

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

２
階
に
は
手
足
を
清
め
る
小

浄
施
設
も
有
り
女
性
専
用
の

フ
ロ
ア
ー
で
す
。 

神
戸
ム
ス
リ
ム
モ
ス
ク
付

属
の
「
イ
ス
ラ
ム
文
化
セ
ン

タ
ー
」
に
は
、
学
習
の
部
屋
が

あ
り
ア
ラ
ビ
ア
語
学
習
の
講

座
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
と
の

事
で
す
。 

      

 

  

帰
り
に
「
創
造
主
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
（M

essa
g
e 

from
 G

od
 to Y

ou

）
と
言
う

コ
ー
ラ
ン
か
ら
抜
粋
し
た
本

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 
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２０２２年２月度行事予定  

住民が生み出した「利便性と豊かさ」のまち：阿倍野 

大阪市立防災センター見学体験 

月 日：2022年２月17日（木） 

場 所：大阪地下鉄「阿倍野」駅 南改札口 集合 

その他：１）雨天決行 

２ ）詳細は別途配布資料を参照下さい。  

２０２２年３月度行事予定  

日本一お寺が多い上町台地：中央区中寺 

介護や福祉用具の学習・高津宮参拝 

月 日：2022年３月1０日（木） 

場 所：大阪地下鉄「谷町六丁目」駅 改札口 集合 

その他：１）雨天決行 

２ ）詳細は別途配布資料を参照下さい。  

虎の絵馬で飾られた 

生田神社 

アラベスク模様の 

神戸ムスレムモスク 

神戸モスクの礼拝の広場 

写真は神戸モスクのHPより借用 

ムハマドさんにも入って頂き 

モスクの前で記念撮影 


